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に、各武装組織との停戦合意をまずは結んでいくというテインセイン氏の取り組みは着実に進んではいるものの、一部では戦闘が続いているというのが国内和平をめぐる現状だ。テインセイン氏 全国的停戦協定を実現し、次の段階である少数民族側との「政治対話」を進めたい考えを示している。政治対話では が求める自治権拡大などのテーマが話 合われる見通しだが、政府と少数民族の意見の隔たりは大き 。テインセイン氏は残りの任期中に和平を前進させることができるのか。その可能性を探るため、少数民族問題の歴史をまずは振り返 たい。
●少数民族問題の背景　
政府によると、人口約六〇〇〇







































































































































































































































のグループと個別に停戦を実現できた要因としては、政府側が国境警備隊への編入問題を棚上げにしたことなど柔軟姿勢 交渉 臨んだことや、少数民族側に ってみれば軍政といっ ん結んだ停戦再度確認する に大きな抵抗がなかったことなどが挙げられる。●カチン州での戦闘激化　
だが、二〇一三年に入り、停戦























































































































































































































































































かったこ をとらえて テインセイン氏の国軍へ 影響力を疑う見方も少数民族側にはある。　
停戦協定によって紛争をとりあ
え
ず
収
め
る
こ
と
で
立
ち
止
ま
る
の
か、問題の根本的な解決を目指して少数民族が願う「真の連邦制」の実現のために改憲 含めた制度改革にまで踏み込んでいくのか。国内和平に対するテインセイン氏の本気度が問われるのはこれからといえる。（
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